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表紙

・連結計算書類
連結株主資本等変動計算書
連結注記表
・計算書類
株主資本等変動計算書
個別注記表

上記事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、書面交付請
求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。なお、本
株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電子
提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたしま
す。

第10期定時株主総会招集ご通知
（交付書面に記載しない事項）

第10期（2022年７月１日から2023年６月30日まで）

トラストホールディングス株式会社
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連結株主資本等変動計算書

( 2022年７月 1 日から
2023年６月30日まで )

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
当連結会計年度期首残高 422,996 224,086 351,215 △596,094 402,205
当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △39,498 △39,498
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 239,921 239,921

自 己 株 式 の 処 分 △17,873 40,163 22,289
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当連結会計年度変動額（純額）

当連結会計年度変動額合計 － △17,873 200,423 40,163 222,713
当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 422,996 206,212 551,639 △555,930 624,918

その他の包括利益累計額
純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金
そ の 他 の 包 括
利益累計額合計

当連結会計年度期首残高 △3,239 △3,239 398,965
当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △39,498
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 239,921

自 己 株 式 の 処 分 22,289
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当連結会計年度変動額（純額） 868 868 868

当連結会計年度変動額合計 868 868 223,580
当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 △2,371 △2,371 622,546

連結株主資本等変動計算書

（注）記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

連 結 注 記 表

１. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記
(1) 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況
ⅰ. 連結子会社の数 11社
ⅱ. 主要な連結子会社の名称 トラストパーク株式会社

トラスト不動産開発株式会社
株式会社グランシップ
トラストパトロール株式会社
トラストメディカルサポート株式会社
トラストアセットパートナーズ株式会社
株式会社ジーエートラスト
株式会社ＲＶトラスト
トラストネットワーク株式会社
株式会社和楽
株式会社嘉麻の庄

② 非連結子会社の状況
該当事項はありません。

③ 開示対象特別目的会社
開示対象特別目的会社の概要、開示対象特別目的会社を利用した取引の概要及び開示対象特別目的会社と
の取引金額等については、「７．開示対象特別目的会社に関する注記」に記載しております。

(2) 持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。
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連結注記表

ⅰ. 有形固定資産
（リース資産を除く）

建物（建物附属設備を除く）及び車両運搬具は定額法、それ以外は主とし
て定率法によっております。
ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額
法によっております。
なお、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、
３年の均等償却によっております。
主な耐用年数は以下のとおりであります。
　建物及び構築物　　　　　２～50年
　機械装置及び運搬具　　　２～17年
　その他（工具器具備品）　２～20年

(4) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
ⅰ. 有価証券の評価基準及び評価方法
・その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均
法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
ⅱ. 棚卸資産の評価基準及び評価方法
・販売用不動産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）によっております。
・仕掛販売用不動産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）によっております。
・商品及び製品 主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定）によっております。
・仕掛品 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）によっております。
・原材料及び貯蔵品 主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）によっております。
② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
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連結注記表

ⅱ. 無形固定資産
（リース資産を除く）

定額法によっております。
なお、特許権については８年、自社利用のソフトウエアについては、社内
における利用可能期間（５年）に基づいております。
のれんの償却については、その投資効果の発現する期間を個別に見積り、
20年以内の合理的な年数（５～12年）で定額法により償却しておりま
す。

ⅲ. リース資産 リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用しており
ます。

③ 重要な引当金の計上基準
ⅰ. 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回
収不能見込額を計上しております。

ⅱ. 株式給付引当金 株式付与規程に基づく当社グループの従業員への当社株式の交付に備える
ため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上して
おります。

④ 収益及び費用の計上基準
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用しており、約束した
財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額
で収益を認識することとしております。なお、収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用
し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時まで
の時間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び
当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

駐車場事業
駐車場の運営・管理を行っております。駐車場の運営・管理に関しては、顧客の駐車場施設利用期間に
わたり履行義務が充足されると判断して収益を認識しております。
取引に関する支払条件は、通常、短期のうちに支払期日が到来し、契約に重要な金融要素は含まれてお
りません。
不動産事業
分譲マンションの企画・販売を行っております。分譲マンションの企画・販売にかかる履行義務は物件
が引き渡される一時点で充足されるものであり、引渡時点において収益を認識しております。取引価格
は不動産売買契約等により決定され、契約締結時に売買代金の一部を手付金として受領し、物件引渡時
に残代金の支払を受けております。
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連結注記表

駐車場等小口化事業
駐車場等小口化事業においては、主に「特別目的会社を活用した不動産の流動化にかかる譲渡人の会計
処理に関する実務指針」（会計制度委員会報告第15号）の対象となる不動産（不動産信託受益権を含
む。）の譲渡等に基づき収益を認識しております。
取引に関する支払条件は、通常、短期のうちに支払期日が到来し、契約に重要な金融要素は含まれてお
りません。
メディカルサービス事業
メディカルサービス事業においては、主に医療機関等への各種コンサルティングを行っております。こ
れらのサービスは契約期間にわたって履行義務を充足する取引であり、履行義務の充足に応じて収益を
認識しております。
取引に関する支払条件は、通常、短期のうちに支払期日が到来し、契約に重要な金融要素は含まれてお
りません。
ＲＶ事業
ＲＶ事業においては、主に顧客から受注した中古車及び新車の販売を履行義務として識別しており、当
該履行義務は中古車及び新車の引渡しをもって顧客に移転すると考えられるため、車両引渡し時の一時
点で収益を認識しております。
取引に関する支払条件は、通常、短期のうちに支払期日が到来し、契約に重要な金融要素は含まれてお
りません。

⑤ その他連結計算書類作成のための重要な事項
ⅰ. 消費税等の会計処理 控除対象外消費税等は発生した連結会計年度の費用として処理しておりま

す。
ⅱ. 退職給付に係る負債 当社及び連結子会社は退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退

職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡
便法を適用しております。

ⅲ. グループ通算制度の適用 当社及び連結子会社は、グループ通算制度を適用しております。(グルー
プ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用)　
当社及び連結子会社は、当連結会計年度から、連結納税制度からグループ
通算制度へ移行しております。「グループ通算制度を適用する場合の会計
処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12
日）に従っております。
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連結注記表

(5) 会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

(6) 表示方法の変更に関する注記
（連結損益計算書関係）

前連結会計年度において営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「営業外収益」の「受取
保険金」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記しております。

なお、前連結会計年度の営業外収益の「その他」に含まれる「受取保険金」は3,488千円であります。
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連結注記表

(7) 会計上の見積りに関する注記
（医療法人に対する営業貸付金の評価）

当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
当連結会計年度の連結貸借対照表において、営業貸付金563,414千円及びそれに係る貸倒引当金

333,414千円を計上しております。
当該営業貸付金には、連結子会社であるトラストメディカルサポート株式会社が主として行うメディカ

ルサービス事業に係る特定の医療法人に対する営業貸付金549,064千円が含まれており、当該営業貸付金
に対して貸倒引当金319,064千円を計上しております。

識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容
「連結注記表　１.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記　（4)会計方針に関

する事項　③重要な引当金の計上基準　ⅰ.貸倒引当金」に記載のとおり、債権の貸倒による損失に備える
ため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
勘案し、回収不能見込額を貸倒引当金として計上しております。

特定の医療法人に対する営業貸付金549,064千円については、当該医療法人の財務内容、過去の経営成
績及び将来の事業計画をもとに債権元本の回収及び利息の受取りに係るキャッシュ・フローを見積もり、
回収不能見込額を算定しております。

当該医療法人の将来の事業計画は診療報酬制度に基づく医業収入や人件費等の重要な仮定に基づき算定
しております。

翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
今後、医療・介護制度が改定された場合や新型コロナウイルスの感染状況や経済環境等の変化等によっ

て、営業貸付金の回収不能見込額に関する見積りが変化した場合には翌連結会計年度の連結計算書類に重
要な影響を与える可能性があります。
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① 担保に供している資産 販 売 用 不 動 産 261,066千円
仕掛販売用不動産 2,009,577千円
建 物 及 び 構 築 物 475,303千円
土 地 526,521千円

計 3,272,468千円
② 担保に係る債務 短 期 借 入 金 951,415千円

1年内返済予定の長期借入金 1,217,965千円
長 期 借 入 金 1,395,416千円

計 3,564,796千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 2,171,426千円

会 社 名 内 容 金 額

(医)信和会 リース契約（未経過リース料） 12,703

(医)心和会 リース契約（未経過リース料） 4,386

２. 連結貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

なお、上記には登記留保として提供している販売用不動産、仕掛販売用不動産及びその債務を含めておりま
す。

(3) 保証債務
次の法人について下記内容の債務保証を行っております。

（単位：千円）

（追加情報）
（保有目的の変更）

当連結会計年度において、保有目的の変更により、「機械装置及び運搬具」等に計上していた有形固定資
産48,951千円を「商品及び製品」へ振替えております。なお、当該資産は一部売却しており、42,405千円
は売上原価に計上しております。
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株 式 の 種 類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末

普 通 株 式 5,204,500株 －株 －株 5,204,500株

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末

普 通 株 式 1,525,088株 6,300株 70,100株 1,461,288株

決 議 株 式 の 種 類 配 当 金 の 総 額 １ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2022年９月29日
定 時 株 主 総 会
（注）１．

普 通 株 式 19,222千円 5.0円 2022年 6 月30日 2022年９月30日

2023年１月31日
取 締 役 会
（注）２．

普 通 株 式 20,275千円 5.0円 2022年12月31日 2023年２月28日

３. 連結損益計算書に関する注記
固定資産売却益は、トラストホールディングス株式会社の遊休資産を売却したことによるものであります。

４. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

(2) 自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１. 普通株式の自己株式の減少66,000株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分によるもので
あります。

　　　２. 普通株式の自己株式の減少4,100株は、従業員退職による株式付与ＥＳＯＰ信託口から従業員への株
式交付によるものであります。

３. 普通株式の自己株式の株式数には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式（当連結会計年度期
首165,100株、当連結会計年度末305,600株）が含まれております。

(3) 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額

（注）１. 2022年９月29日定時株主総会決議に基づく配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する
株式に対する配当金825千円を含めております。

２. 2023年１月31日取締役会決議に基づく配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する株式
に対する配当金1,529千円を含めております。
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株 式 の 種 類 配 当 金 の 総 額 配 当 金 の 原 資 １ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

普 通 株 式 40,488千円 利 益 剰 余 金 10.0円 2023年６月30日 2023年９月29日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2023年９月28日開催予定の定時株主総会において、次の議案を付議いたします。

（注）定時株主総会決議に基づく配当金の総額には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する株式に対する配当金
3,056千円を含めております。

５. 金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
当社グループは、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産で行い、資金調達については主に銀

行借入により調達しております。また、デリバティブ取引については行っておらず、投機的な取引は行わな
い方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにそのリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金並びに営業貸付金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リ

スクについては、顧客の信用状況を定期的に把握するとともに、債権残高を随時把握することを通じてリス
クの軽減を図っております。

投資有価証券は、主に株式、債券であります。これらは、金利変動リスク及び市場価格変動リスクに晒さ
れております。当該リスクについては、定期的に時価を把握することで、リスクの軽減を図っております。

敷金及び保証金は、主に当社グループの駐車場事業に係る事業所の賃貸借契約に係るものであり、取引先
企業等の信用リスクに晒されております。当該リスクについては、管理部門が主要な取引先の状況を適宜に
モニタリングし、リスクの軽減を図っております。

営業債務である買掛金は、そのほとんどが２ヶ月以内の支払期日であります。
社債及び借入金の使途は、運転資金（主として短期借入金、社債）及び設備投資資金（長期借入金）であ

ります。このうち一部は、金利の変動リスクに晒されております。また、当該資金調達に係る流動性リスク
に関しては、管理部門が定期的に資金計画を作成・更新するとともに、手元流動性の維持などにより流動性
リスクを管理しております。

ファイナンス・リースに係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金調達を目的としたリース契約によ
るものであり、全契約とも固定金利による契約であります。

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ

り、当該価額が変動することがあります。
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（単位：千円）
連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1)営業貸付金 563,414 563,433 18

貸倒引当金（＊1） △333,414 △333,414 －

230,000 230,018 18

(2)投資有価証券 65,110 65,110 －

(3)敷金及び保証金 449,300 435,143 △14,156

資産計 744,410 730,273 △14,137

(1)社債 400,000 398,341 △1,658

(2)長期借入金（＊2） 3,147,504 3,158,496 10,992

(3)リース債務（＊3） 286,281 286,426 145

負債計 3,833,785 3,843,264 9,479

（単位：千円）

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式（＊） 2,967

出資金 12,131

(2) 金融商品の時価等に関する事項
2023年６月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。また、現金及び預金、受取手形、売掛金、買掛金、短期借入金については、現金であること、及び短
期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

(＊1) 営業貸付金に計上している貸倒引当金を控除しております。
(＊2) １年内返済予定の長期借入金については、長期借入金に含めております。
(＊3) 流動負債及び固定負債に計上されているリース債務の合計であります。
(注) 市場価格のない株式等の連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時価情報の「投資有価証

券」には含まれておりません。

（＊）市場価格のない株式等には非上場株式等が含まれ、「金融商品の時価等の開示に関する　適用指
針」（企業会計基準適用指針第19号　2019年７月４日）第５項に基づき、時価開示の対象とはし
ておりません。
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 65,110 － － 65,110

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

営業貸付金 － 230,018 － 230,018

敷金及び保証金 － 435,143 － 435,143

社債 － 398,341 － 398,341

長期借入金 － 3,158,496 － 3,158,496

リース債務 － 286,426 － 286,426

(3) 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレ

ベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時
価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算
定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ
ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類している。

①時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：千円）

②時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
資　産
(1)営業貸付金

営業貸付金の時価の算定については、元利金の合計額を同様に新規貸付けを行った場合に想定される
利率で割り引いて算定しております。
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（単位：千円）

連結貸借対照表計上額
当連結会計年度末の時価

当連結会計年度期首残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高

387,348 659 388,007 471,285

(2)投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は金融機関等から

提示された価格によっております。
(3)敷金及び保証金

これらの時価は、将来キャッシュ･フローを期末から返還までの見積り期間に基づき、国債の利回りに
信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価値により算定しております。

負　債
(1)社債

これらの時価は、将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せし
た利率で割り引いた現在価値により算定しております。

(2)長期借入金、(3)リース債務
これらの時価は、元利金の合計額を同様の新規借入又は新規リース取引を行った場合に想定される利

率で割り引いた現在価値により算定しております。

６. 賃貸等不動産に関する注記
(1) 賃貸等不動産の状況に関する事項

一部の連結子会社では、福岡県その他の地域において、賃貸駐車場等を有しております。当連結会計年度
における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は45,427千円（賃貸収益は主に売上高に、賃貸費用は主に売上
原価に計上）であります。

(2) 賃貸等不動産の時価に関する事項

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
２. 当連結会計年度増減額のうち、主な増加額は賃貸用不動産の取得17,844千円であり、主な減少額は

賃貸用不動産の減価償却費17,184千円であります。
３. 当連結会計年度末の時価は、主として社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく金額（指

標等を用いて調整を行ったものを含む）によっております。
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（単位：千円）

当連結会計年度

特別目的会社数 30組合

直近の決算日における資産総額（単純合算） 9,767,813

負債総額（単純合算） 304,313

（単位：千円）

取引内容 勘定科目 金　　額

不動産譲渡高 売上 290,855

理事長報酬の受取 売上 51,433

地代の支払 売上原価 461,143

７. 開示対象特別目的会社に関する注記
(1) 開示対象特別目的会社の概要及び開示対象特別目的会社を利用した取引の概要

当社グループは、不動産特定共同事業法に基づく不動産共同所有投資商品として「トラストパートナー
ズ」を提供しております。「トラストパートナーズ」は、投資家が不動産特定共同事業法に基づき任意組合
契約を締結し、この任意組合が駐車場等の対象不動産を取得してその賃貸収益等を投資家に分配するもので
す。

任意組合では、トラストパーク株式会社又はトラストアセットパートナーズ株式会社が業務執行組合員
（理事長）として任意組合契約に従って管理等を行い、この業務執行の対価として理事長報酬を得ておりま
す。

また、トラストパーク株式会社又はトラストアセットパートナーズ株式会社は、マスターリース会社とし
て任意組合とマスターリース契約を締結し、任意組合から駐車場等の対象不動産を一括して借上げ、時間貸
駐車場等を運営しております。

当連結会計年度末において組成が完了している任意組合は30組合であり、取引残高のある特別目的会社は
以下のとおりです。

(2) 不動産特定共同事業法に基づく任意組合との取引金額等

８. 収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報

「連結注記表　１.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記　(4)会計方針に関す
る事項　④収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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(1) １株当たり純資産額 166円31銭
(2) １株当たり当期純利益 64円47銭

９. １株当たり情報に関する注記

（注）１株当たりの純資産額の算定に用いられた当連結会計年度末の普通株式及び１株当たりの当期純利益の算
定に用いられた普通株式の期中平均株式数については、自己名義所有株式分を控除する他、株式付与
ESOP信託口が所有する当社株式（当連結会計年度末305,600株、期中平均株式数276,640株）を控除し
て算定しております。

10. 重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

11. その他の注記
減損損失に関する注記

当社グループは、駐車場事業は各店舗単位、不動産事業は個々の物件単位、その他事業は各店舗単位又は事
業部門単位で資産のグルーピングを行っており、主に収益性が著しく低下した資産グループについて、帳簿価
額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（61,106千円）として特別損失に計上しております。

また、遊休資産については、他の資産グループとは区別して個別に評価・測定を行っております。当該資産
は、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（73,588千円）として特別損失に計上して
おります。なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により評価しております。
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株主資本等変動計算書

( 2022年７月 1 日から
2023年６月30日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計資本準備金 その他資本

剰 余 金
資本剰余金
合 計

その他利益
剰 余 金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 422,996 109,435 437,815 547,251 485,837 485,837 △533,544 922,541

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △39,498 △39,498 △39,498

当 期 純 利 益 174,833 174,833 174,833

自 己 株 式 の 処 分 △8,187 △8,187 30,477 22,289

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 － － △8,187 △8,187 135,335 135,335 30,477 157,624

当 期 末 残 高 422,996 109,435 429,627 539,063 621,173 621,173 △503,066 1,080,166

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純資産合計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 △3,251 △3,251 919,290

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △39,498

当 期 純 利 益 174,833

自 己 株 式 の 処 分 22,289

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) 589 589 589

当 期 変 動 額 合 計 589 589 158,213

当 期 末 残 高 △2,661 △2,661 1,077,504

株主資本等変動計算書

(注) 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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① 有形固定資産
（リース資産を除く）

建物（建物附属設備を除く）及び車両運搬具は定額法、それ以外は主とし
て定率法によっております。
ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額
法によっております。
なお、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については、
３年の均等償却によっております。
主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物　　　10～47年
車両運搬具　　　　　　 　 2 年
工具、器具及び備品　 4 ～15年

② 無形固定資産
（リース資産を除く）

定額法によっております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間
（５年）に基づいております。

個 別 注 記 表

１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法
子会社株式 移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均
法により算定）

(2) 固定資産の減価償却の方法

③ リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま
す。

(3) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回
収不能見込額を計上しております。

② 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見
込額に基づき計上しております。
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③ 株式給付引当金 株式付与規程に基づく当社従業員への当社株式の交付に備えるため、当事
業年度末における株式給付債務の見込額に基づき計上しております。

④ 債務保証損失引当金 債務保証に係る損失に備えるため、被保証先の財政状態を個別に勘案し、
損失負担見込み額を計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準
持株会社である当社の収益は、連結子会社からの経営指導料及び受取配当金となります。経営指導料にお
いては、子会社への契約内容に応じた受託義務を提供することが履行義務であり、業務が実施された時点
で当社の履行義務が充足されることから、当該時点で収益及び費用を認識しております。受取配当金につ
いては、配当金の効力発生日をもって認識しております。

(5) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
① 消費税等の会計処理 控除対象外消費税等は発生した事業年度の費用として処理しております。
② グループ通算制度の適用 当社は、グループ通算制度を適用しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの

適用）
　　　　　　　　　　　　　　　　当社は、当事業年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行して

おります。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処
理及び開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及
び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日）に
従っております。
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科目 当事業年度末残高

関係会社貸付金（短期/長期合計） 1,378,416

貸倒引当金 779,530

債務保証損失引当金 224,011

(6) 会計上の見積りに関する注記
（債務超過の関係会社に対する貸付金及び債務保証の評価）

当事業年度の計算書類に計上した金額
　当社グループでは、グループ会社が保有する資金のグループ内での有効活用を目的として親会社が資金
管理を行っており、関係会社に対して必要資金の貸付けを行うとともに関係会社が外部の金融機関から資
金調達する場合に債務保証を行っております。
　貸借対照表に計上している関係会社貸付金は2,165,980千円、関係会社に対する債務保証の期末残高は
1,201,042千円であります。

（単位：千円）

（注）１. 上記は債務超過の関係会社に対する金額であります。なお、債務超過の関係会社以外に財政状態
が著しく悪化している関係会社はありません。

２. 債務超過の関係会社に対する債務保証の期末残高は562,538千円であり、そのうち㈱和楽に対す
る債務保証期末残高は498,780千円であります。

識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容
　財政状態が悪化した関係会社に対する貸付金について関係会社の財政状態及び経営成績を考慮し、期末
時点の対象会社の実質債務超過額を上限として回収不能見込額を貸倒引当金として計上しております。
　また、債務保証について債務者である関係会社の財政状態の悪化等により当社が保証を履行し、その履
行に伴う求償債権が回収不能となる可能性が高い場合には、実質債務超過額を上限として債務保証損失引
当金を計上しております。
　当事業年度において、債務超過となっている㈱和楽に対する貸付金及び債務保証の履行可能性の評価は
同社の財政状態及び将来の事業計画に基づく支払能力を総合的に判断して回収不能見込額を算定し、債務
保証損失引当金224,011千円を計上しております。
　なお、将来の事業計画については、温浴施設への来館者数、平均単価及び飲食販売予測等の重要な仮定
に基づいて策定しております。
　また、その他の債務超過となっている関係会社に対する貸付金及び債務保証については、実質債務超過
額を回収不能見込額として貸倒引当金779,530千円を計上しております。
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① 担保に供している資産 建 物 62,612千円
構 築 物 4,371千円
土 地 127,066千円

計 194,050千円

② 担保に係る債務 短 期 借 入 金 41,135千円
1年内返済予定の長期借入金 13,524千円
長 期 借 入 金 205,341千円

計 260,000千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 112,364千円

(3) 関係会社に対する金銭債権・債務
短期金銭債権 221,387千円
長期金銭債権 1,951,195千円
短期金銭債務 433千円

当座貸越極度額 3,200,000千円
借入実行残高 1,600,000千円
差引残高 1,600,000千円

翌事業年度の計算書類に与える影響
　関係会社の財政状態の悪化により実質債務超過額が変動した場合や将来の事業環境の変化等により、支
払能力を見直す等の必要が生じた場合には、翌事業年度の計算書類に重要な影響を与える可能性がありま
す。

２. 貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

(4) 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と当座貸越契約を締結しております。この契約に
基づく当事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。
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会 社 名 内 容 金 額

トラスト不動産開発㈱ 金融機関からの借入金 583,000

トラストパトロール㈱
金融機関からの借入金 40,000

リース契約（未経過リース料） 2,366

トラストメディカルサポート㈱ リース契約（未経過リース料） 11,907

トラストネットワーク㈱
金融機関からの借入金 60,000

リース契約（未経過リース料） 3,758

㈱和楽 金融機関からの借入金 498,780

(医)信和会 リース契約（未経過リース料） 3,896

営業収益 677,800千円
販売費及び一般管理費 71,977千円
営業取引以外の取引額 20,750千円

(5) 保証債務
当社は、次の法人について下記の内容の債務保証を行っております。

（単位：千円）

３. 損益計算書に関する注記
(1) 関係会社との取引高

(2) 貸倒引当金戻入額
貸倒引当金戻入額93,992千円は、㈱ＲＶトラスト及び㈱和楽に対するものであります。

(3) 貸倒引当金繰入額
貸倒引当金繰入額21,219千円は、トラストネットワーク㈱及び㈱嘉麻の庄に対するものであります。

(4) 債務保証損失引当金繰入額
債務保証損失引当金繰入額43,214千円は、㈱和楽に対するものであります。
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株 式 の 種 類 当 事 業 年 度 期 首 増 加 減 少 当 事 業 年 度 末

普 通 株 式 1,525,088株 6,300株 70,100株 1,461,288株

繰延税金資産
繰越欠損金 11,679千円
貸倒引当金損金算入限度超過額 239,660千円
債務保証損失引当金 68,211千円
減価償却損金算入限度超過額 1,802千円
関係会社株式 104,396千円
出資金評価損 15,221千円
減損損失 22,407千円
退職給付引当金 918千円
その他 5,159千円
繰延税金資産小計 469,459千円
評価性引当額 △443,806千円

繰延税金資産合計 25,653千円

４. 株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

（注）１. 普通株式の自己株式の減少66,000株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分によるもので
あります。

　　　２. 普通株式の自己株式の減少4,100株は、従業員退職による株式付与ＥＳＯＰ信託口から従業員への株
式交付によるものであります。

３. 普通株式の自己株式の株式数には、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式（当連結会計年度期
首165,100株、当連結会計年度末305,600株）が含まれております。

５. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

６. リースにより使用する固定資産に関する注記
　貸借対照表に計上した固定資産のほか、車両及び事務機器等の一部については、所有権移転外ファイナン
ス・リース契約により使用しております。
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子会社及び関連会社等 （単位：千円）

種 類 会 社 等 の 名 称
議 決 権 等 の
所有(被所有)
割 合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容 取 引 金 額 科 目 期 末 残 高

子会社 トラストパーク㈱ 所有
直接 100％

役務の提供
役員の兼任

経 営 指 導 料 222,000
－ －

配当金の受取 154,800

子会社 トラスト不動産開発
㈱

所有
直接 100％

役務の提供
資金の援助
役員の兼任
債 務 保 証

経 営 指 導 料 159,000 － －

配当金の受取 100,000 － －

資 金 の 回 収 160,000 短期貸付金 120,000

長期貸付金 120,000

銀 行 借 入 に
対 す る 保 証 583,000 － －

子会社 トラストパトロール
㈱

所有
直接 100％

役務の提供
資金の借入
役員の兼任
債 務 保 証

銀 行 借 入 に
対 す る 保 証 40,000 － －

子会社 トラストメディカル
サポート㈱

所有
直接 100％

役務の提供
資金の援助
資金の借入
役員の兼任
債 務 保 証

資 金 の 貸 付 307,000 短期貸付金 57,378

資 金 の 回 収 280,735 長期貸付金 490,185
子 会 社 株 式
評 価 損 86,913 － －

子会社 ㈱ジーエートラスト 所有
直接 100％

役務の提供
管理業務の委託
資金の借入
役員の兼任

業 務 委 託 料 47,000 － －

子会社 ㈱ＲＶトラスト 所有
直接 100％

役務の提供
資金の援助
資金の借入
役員の兼任
債 務 保 証

資 金 の 貸 付 40,000
長期貸付金 1,095,641

資 金 の 回 収 129,376

貸倒引当金戻入額 73,992 貸倒引当金 599,698

７. 関連当事者との取引に関する注記
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種 類 会 社 等 の 名 称
議 決 権 等 の
所有(被所有)
割 合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容 取 引 金 額 科 目 期 末 残 高

子会社 トラストネットワー
ク㈱

所有
直接 100％

役務の提供
資金の援助
資金の借入
役員の兼任
債 務 保 証

資 金 の 回 収 10,105 長期貸付金 245,368

貸倒引当金繰入額 16,499 貸倒引当金 173,888

銀 行 借 入 に
対 す る 保 証 60,000 － －

子会社 ㈱和楽 所有
直接 100％

役務の提供
資金の援助
役員の兼任
債 務 保 証

銀 行 借 入 に
対 す る 保 証 498,780 － －

債務保証損失
引当金繰入額 43,214 債 務 保 証

損失引当金 224,011

貸倒引当金戻入額 20,000 － －

（注）上記取引金額並びに期末残高には消費税等を含んでおりません。
取引条件及び取引条件の決定方針等
１. 経営指導料については、双方協議により合理的に決定しております。
２. 当社は、グループの残余資金の効率的な資金運用を行うためＣＭＳ（キャッシュマネジメントシステ

ム）を導入しております。ＣＭＳによる資金の貸付及び借入については、取引の内容ごとに取引金額
を集計することは実務上困難であるため、記載を省略しております。なお、金利については市場金利
を勘案して決定しております。

３. 資金の貸付及び借入については、金融機関との利率を勘案して決定しております。なお、担保の受け
入れ及び差し入れはしておりません。

４. 債務保証については、保証料の受領はありません。取引金額は期末時点での債務保証残高を記載して
おります。
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(1) １株当たり純資産額 287円85銭
(2) １株当たり当期純利益 46円98銭

８. 収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報
　連結注記表と同一であります。

９. １株当たり情報に関する注記

（注）１株当たりの純資産額の算定に用いられた当事業年度末の普通株式及び１株当たりの当期純利益の算定に
用いられた普通株式の期中平均株式数については、自己名義所有株式分を控除する他、株式付与ESOP信
託口が所有する当社株式（当事業年度末305,600株、期中平均株式数276,640株）を控除して算定して
おります。

10. 重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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